
見
て
、撮
っ
て
、学
べ
る「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館
」

東
京
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
迷
宮
館
　

錯
覚
を
楽
し
く
体
験

制
作
工
房
も
併
設

那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ
あ

東
映
太
秦
映
画
村

映
画
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

京 都

映画の魅力を満喫
伝統工芸の体験も

鳥
取
砂
丘
の
一
角
に
立
つ

砂
像
専
門
の
美
術
館
　
　

砂
の
美
術
館

砂
と
水
だ
け
で
作
ら
れ
る
芸
術

鳥 取

教育旅行の「おすすめスポット」

　
平
面
の
絵
が
飛
び
出
し
た
り
、
見
る
角
度
に
よ
り
違
う
雰
囲
気
の
絵
に
見
え
た
り
す

る
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」
。
そ
の
中
心
と
な
る
施
設
（
常
設
館
）
が
東
京
都
お
台
場
と

栃
木
県
那
須
に
あ
り
、
中
学
・
高
校
を
は
じ
め
と
す
る
修
学
旅
行
で
注
目
の
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
。
作
品
を
見
た
り
、
触
れ
た
り
、
写
真
に
撮
っ
た
り
し
て
楽
し
め
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
錯
覚
を
実
際
に
体
験
で
き
る
部
屋
や
錯
覚
ク
イ
ズ
の
作
品
も
あ
り
、

「
美
術
や
心
理
学
に
つ
い
て
生
徒
の
学
習
の
参
考
に
な
る
」
と
、
施
設
を
運
営
す
る
エ

ス
・
デ
ー
（
本
社
＝
栃
木
県
那
須
町
）
で
は
多
く
の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

おかみさんに服を引っ張られているような演技を！

おばけとのツーショット写真

グラスに閉じ込められちゃった

自由に見学が可能なトリックアート工房

　
栃
木
県
那
須
町
の
「
那
須

と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ
あ
」は
、

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館
」

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮
？

（
は
て
な
）
館
」
「
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
ェ
ロ
館
」
で
構
成
さ
れ

た
日
本
で
最
大
の
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。

　「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館
」

は
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
改
装
し

た
建
物
の
中
に
、
約

種
類

の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
い
た

ず
ら
を
隠
し
て
い
る
。

　
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮

？
（
は
て
な
）
館
」
は
、

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
。
高

さ

㍍
の
天
井
に
向
か
う
ら

せ
ん
階
段
と
大
床
絵
の
ト
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
は
、
「
ま
る
で

天
空
か
ら
下
界
を
の
ぞ
い
て

い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
る
」。

　「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
館
」

は
、
昨
年

月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
、
ル
ネ
サ
ン
ス

芸
術
と
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が

融
合
し
た
最
新
の
美
術
館
。

祭
壇
画
や
天
井
画
で
有
名
な

バ
チ
カ
ン
の
世
界
遺
産
、
シ

ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
も
ト
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
で
再
現
。

　
施
設
に
は
制
作
ス
タ
ッ
フ

た
ち
が
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

新
作
を
創
造
す
る
工
房
を
併

設
。
「
感
受
性
の
高
い
中
・

高
生
に
絵
画
に
ふ
れ
る
楽
し

み
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
制
作
の
現
場
を
直
に
体

験
で
き
る
よ
う
に
無
料
で
開

放
し
て
い
る
。

　
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
は
、
エ

ス
・
デ
ー
の
創
始
者
、
故
劒

重
和
宗
氏
が
新
た
に
創
り
出

し
た
体
験
型
の
ア
ー
ト
。
同

社
で
は
劒
重
氏
の
遺
志
を
受

け
継
ぎ
、
「
多
く
の
人
に
絵

画
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
」
こ
と
を
社
是
と
し
、
作

品
を
国
内
外
へ
広
く
提
供
。

各
地
で
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

美
術
館
や
、
特
別
展
の
開
催

に
協
力
し
て
い
る
。

　
▽
那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と

ぴ
あ
は
、
栃
木
県
那
須
郡
那

須
町
大
字
高
久
甲
上
ノ
台
５

７
６
０
。
☎
０
２
８
７
（
６

２
）
８
３
８
８
（
代
表
）
。

年
中
無
休
で
、
午
前
９
時
半

か
ら
午
後
６
時
ま
で
営
業

（

～
３
月
は
午
後
５
時
ま

で
、
８
月
は
午
前
９
時
か

ら
）
。
入
場
料
各
館
大
人
１

３
０
０
円
、
小
中
学
生
８
０

０
円
（
２
館
、
３
館
共
通
チ

ケ
ッ
ト
、団
体
割
引
あ
り
）。

　
東
京
・
お
台
場
に
あ
る

「
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷

宮
館
」
は
、
江
戸
を
テ
ー
マ

に
し
た
和
風
の
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
や
人
気
作
を
展
示
す
る

体
験
型
の
美
術
館
。
東
京
屈

指
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
お
台

場
の
中
心
に
あ
り
、
平
日
で

も
多
く
の
一
般
客
や
修
学
旅

行
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

毎
年
、
一
部
作
品
の
入
れ
替

え
を
行
っ
て
お
り
、
常
に
最

新
作
が
楽
し
め
る
内
容
に
な

っ
て
い
る
。

　
迷
路
の
よ
う
な
館
内
は
、

五
つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
。
こ

の
う
ち「
江
戸
エ
リ
ア
」は
、

江
戸
の
宿
場
町
や
町
人
町
を

再
現
し
た
エ
リ
ア
。
ま
る
で

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
で

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
楽
し
め

る
。
作
品
の
一
つ
、
〝
江
戸

宿
場
町
〟
で
は
、
来
場
者
が

茶
屋
の
お
か
み
さ
ん
に
引
っ

張
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
演
技

を
す
る
と
、
人
が
絵
画
の
中

に
入
っ
た
か
の
よ
う
な
写
真

が
撮
れ
る
。

　「
怖
く
な
い
お
化
け
屋
敷
」

エ
リ
ア
で
は
、
ど
こ
か
間
抜

け
で
憎
め
な
い
表
情
を
し
た

お
化
け
た
ち
が
来
場
者
を
待

ち
構
え
て
い
る
。
お
化
け
に

食
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、

ユ
ニ
ー
ク
な
お
化
け
と
の
ツ

ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
を
撮
れ
る

の
が
楽
し
い
。

　
こ
の
ほ
か
「
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
名
作
エ
リ
ア
」
で
は
、

過
去
に
発
表
さ
れ
た
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
の
人
気
作
の
数
々

を
展
示
。
「
脳
ト
レ
コ
ー
ナ

ー
」
で
は
、
見
る
人
の
脳
を

刺
激
す
る
錯
覚
を
使
っ
た
ク

イ
ズ
作
品
を
展
示
し
て
い

る
。
「
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」

に
は
、
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
関
連

書
籍
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
作
品
、
内
容
と
も
に
充
実

し
て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら

学
習
が
で
き
る
美
術
館
と
し

て
評
価
も
高
い
。

　
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
や

シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
店
が
入
っ

た
複
合
施
設
「
デ
ッ
ク
ス
東

京
ビ
ー
チ
」
（
ゆ
り
か
も
め

「
お
台
場
海
浜
公
園
」駅
前
）

４
階
に
あ
る
。

　
▽
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

迷
宮
館
は
、
東
京
都
港
区
台

場
１
の
６
の
１
、
デ
ッ
ク
ス

東
京
ビ
ー
チ
４
階
。
☎
０
３

（
３
５
９
９
）
５
１
９
１
。

不
定
休
で
、
午
前

時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
営
業
。
入
場

料
大
人
９
０
０
円
、
中
学
生

以
下
６
０
０
円
。

（１５） 第２７４５号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）４月５日（土曜日）

か
ら
く
り
忍
者
屋
敷

お
手
軽
な
扮
装
散
策

清
水
焼
絵
付
け

巨大な砂像は圧巻の迫力

作
品
は
凝
固
剤
を
使
わ
ず
砂
と

水
だ
け
で
創
ら
れ
る

世
界
各
地
の
砂
像
彫
刻
家
が
集

ま
り
腕
を
競
う

　
砂
の
美
術
館
（
鳥
取
市
福
部

町
）
は
、
全
国
有
数
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
、
鳥
取
砂
丘
の
一
角
に

立
つ
砂
像
展
示
専
門
の
美
術

館
。
砂
と
水
だ
け
で
作
ら
れ
る

砂
像
は
、
昨
品
の
精
巧
さ
は
も

ち
ろ
ん
、
砂
像
ゆ
え
の
儚
さ
や

芸
術
性
の
高
さ
か
ら
、
海
外
の

メ
デ
ィ
ア
で
も
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ア
ジ
ア
は
も
と
よ

り
欧
米
か
ら
も
観
光
客
が
訪
れ

る
。
２
０
０
６
年
の
展
示
開
始

以
来
、
１
７
０
万
人
を
超
え
る

来
場
者
に
衝
撃
と
感

動
を
与
え
て
き
た
。

　
同
館
は
「
砂
で
世

界
旅
行
」
を
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
お

り
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
な
が

ら
砂
像
の
制
作
を
行
っ
て
い

る
。
４
月

日
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
今
期
は
、テ
ー
マ
を「
ロ
シ

ア
」
に
設
定
。
タ
イ
ト
ル
は

「
砂
で
世
界
旅
行
・
ロ
シ
ア
編

　
帝
国
の
激
動
の
歴
史
と
芸
術

の
都
を
訪
ね
て
」
と
し
た
。

　
世
界
遺
産
の
聖
ワ
シ
リ
イ
大

聖
堂
を
は
じ
め
、
世
界
３
大
美

術
館
の
一
つ
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ

ュ
美
術
館
な
ど
、
帝
国
の
歴
史

や
世
界
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い

芸
術
大
国
ロ
シ
ア
を
砂
で
再
現

す
る
。

　
ま
た
同
館
で
は
、
砂
像
の
楽

し
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
、
ミ
ニ
砂
像

作
り
体
験
や
、
制
作
秘
話
な
ど

が
聞
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
行

っ
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
向
け

に
は
、
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ

ド
に
よ
る
砂
丘
体

験
学
習
と
併
せ

て
、
砂
像
作
り
体
験
を
組
み
合

わ
せ
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
の
が

お
薦
め
。

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
黄
金

色
に
輝
く
巨
大
な
砂
像
は
圧
巻

の
迫
力
で
、
来
場
者
の

％
以

上
が
感
動
し
た
と
答
え
る
と
い

う
。

　
砂
の
美
術
館
は
☎
０
８
５
７

（
２
０
）
２
２
３
１
。
今
期
営

業
期
間
は
４
月

日
～
来
年
１

月
４
日
。
期
間
中
は
無
休
。
午

前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
営

業
。
入
場
料
大
人
６
０
０
円
、

小
中
高
生
３
０
０
円
（
団
体
割

引
あ
り
）
。

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都

市
右
京
区
）
で
は
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
で
多
数
登
場
し
た
新

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
人
気
を

集
め
て
い
る
。

　
注
目
の
新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
、
「
か
ら
く
り
忍
者
屋

敷
」
。
「
ど
ん
で
ん
返
し
」

や
「
隠
し
通
路
」
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
か
ら
く
り
を
利
用

し
て
忍
者
屋
敷
の
出
口
を
目

指
す
。

　
「
東
映
ア
ニ
メ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
で
は
、
東
映
ア
ニ
メ

の
歴
史
を
貴
重
な
ポ
ス
タ
ー

や
セ
ル
画
集
な
ど
で
紹
介
。

ア
フ
レ
コ
体
験
や
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
た
塗
り
絵
も
あ
る
。

　
「
浮
世
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

は
、
巨
匠
葛
飾
北
斎
の
浮
世

絵
（
復
刻
版
）
に
描
か
れ
た

富
士
山
を
展
示
す
る
。

　
「
ま
る
ご
と
と
び
だ
す
　

超
立
体
３
６
０
シ
ア
タ
ー
」

は
、
３
Ｄ
メ
ガ
ネ
着
用
で
、

周
囲
３
６
０
度
全
周
型
の
大

ス
ク
リ
ー
ン
に
迫
力
の
あ
る

３
Ｄ
映
像
が
映
し
出
さ
れ

る
。

　「
お
も
し
ろ
迷
路
館
」は
、

錯
視
を
利
用
し
た
不
思
議
な

感
覚
が
味
わ
え
る
迷
路
の
な

か
に「
錯
覚
の
部
屋
」「
鏡
の

迷
路
」「
斜
め
の
部
屋
」と
い

っ
た
部
屋
を
設
け
た
。
各
部

屋
で
さ
ま
ざ
ま
な
錯
覚
を
利

用
し
た
遊
び
が
楽
し
め
る
。

　
「
太
秦
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

の
館
」
は
、
映
画
村
ら
し
い

和
を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
が
楽
し
め
る
。

　
「
忍
者
修
行
道
場
」
は
、

手
裏
剣
や
丸
太
橋
渡
り
、
城

壁
の
ぼ
り
や
鳴
子
く
ぐ
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
忍
者
の
試
練

が
体
験
で
き
る
。

　
「
京
都
太
秦
美
空
ひ
ば
り

座
」
は
、
歌
や
映
画
、
舞
台

な
ど
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
で

活
躍
し
た
ス
タ
ー
・
美
空
ひ

ば
り
を
紹
介
。
マ
ル
チ
な
活

躍
と
波
瀾
に
と
ん
だ
生
涯
を

豊
富
な
資
料
と
展
示
物
で
体

感
で
き
る
施
設
だ
。

　
修
学
旅
行
生
に
は
、
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
人
気
。

「
見
る
・
作
る
・
学
ぶ
・
参

加
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
京

扇
子
、
京
う
ち
わ
の
手
描
き

体
験
の
ほ
か
、
清
水
焼
絵
付

け
体
験
な
ど
が
あ
る
。

　
班
別
研
修
用
に
は
、
少
人

数
用
の
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
、
清

水
焼
ろ
く
ろ
体

験
、
清
水
焼
絵

付
け
体
験
、
京

扇
子
絵
付
け
体

験
、
京
念
珠
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
作

り
が
あ
る
。
い

ず
れ
も
１
回
で


人
ま
で
体
験

で
き
る
。
旅
の

思
い
出
の
品
に

な
る
と
好
評

だ
。

　
映
画
村
な
ら

で
は
の
体
験
と
し
て
は
「
お

手
軽
な
時
代
劇
扮
装
」
が
あ

る
。
メ
イ
ク
、
か
つ
ら
を
省

い
て
着
物
の
着
付
け
の
み
の

お
手
軽
プ
ラ
ン
な
の
で
、
短

時
間
で
変
身
し
て
映
画
村
の

江
戸
の
町
を
散
策
で
き
る
。

　「
寺
子
屋
お
も
し
ろ
体
験
」

は
、
江
戸
庶
民
の
生
活
の
知

恵
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

映
画
製
作
用
の
小
道
具
を
使

い
、
映
画
村
の
俳
優
が
、
時

代
劇
の
扮
装
で
講
師
を
務
め

る
。
「
大
江
戸
暮
ら
し
編
」

と
「
大
江
戸
環
境
編
―
江
戸

時
代
は
循
環
型
社
会
―
」
の

２
コ
ー
ス
が
あ
る
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
、

申
し
込
み
な
ど
体
験
学
習
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
東
映

太
秦
映
画
村
☎
０
７
５
（
８

６
４
）
７
７
１
６
ま
で
。


